


関係者で子宮頸がんの研修のための教材作成中

子宮頸がん検診の研修実施後2ヶ月、 保健所を訪問し

てヒアリングを行います。（右手が保健所長、 左が保健

省職員）

なっています。 検診で早期に見つかれば治るものが

症状がすすむまで気づかれずにいて進行してから受

診して助からない例が多くあり、 ワクチンの普及と

その効果を待たずに現在20代、 30代の人たちの早

期発見につなげるべく、 私の限られた予算とキャパ

シティ ーの中で、 スクリーニングを進めるためのガ

イドラインを作り、 子宮ガン検診や前がん病変の治

療を母子保健サ ー ビスの手順書に統合し、 モデル州

の保健所での研修の実施を支援しました。 低中所得

国も現在は感染症に加え生活習慣病など非感染症疾

患の罹患も増加し二重負荷になっています。 セネガ

ルも同様で、 この小さな子宮がん対策支援を入口に

今後、 がん対策、 ひいては非感染症対策への支援に

つながることを期待したいと思います。

セネガルでは、 何かを決めるとき、 ガイドライン

などを作るとき、 関係者を集めて意見を聞き、 それ

らを吸い上げて作り上げていく、 というやり方でし

た。 上司や年長者の前で意見を表現しない国も経験

しましたが、 こ こ で は皆意見 を 表現し ました。 

WHOの人が「東アフリカではWHOのガイドライン

を羽入するのは難しくないが、 西アフリカでは自分

たちのものとするまでに紆余曲折あり時間がかか

る。」 と言っていましたが、 セネガルのやり方をよ

く表していると思います。

世界地図で見るとわかる通り、 ダカールはロンド

ンより遥か西に位樅するにも関わらず、 グリニッジ

標準時でUTC+ 0を採用しています。 日の出・日 

の入りの時間が遅く、 朝はまだ暗いうちに朝練の娘

を学校に送っていき、 夕方は職場から帰宅して明る

いうちに大きな夕日を見ながら夕食をとっていまし

た。 娘は学校でアフリカンダンスを踊り、 ダカール

からゴレ島という奴隷の積み出し港のあった島まで

の遠泳を経験し、 私は日本語補習授業校のにわか教

師をしたりきらきらした洵や隣の家の白い羊たちを

ながめたりして休日をすごしました。

生活も業務も軌道に乗って任期終了に向けて加速

がかかっていた3年目、 ダカール生活が残り半年を

切ったころ、 突然断ち切られました。 2020年 3 月 

にCOVID-19がセネガルにも入ってきました。 ま

だこのウイルスがナニモノかもわからない時期で、 

日 本人は 一 旦全員避難帰国せよとの指示が出たの

です。 1か月くらいで戻れるものと思い、 休暇に

行くのと同じような準備でダカールの空港が閉鎖さ

れるぎりぎりの日に発ちました。 4月、 5月と状況

の改善は見通せないうちに帰任の許可は出ず、 日本

から
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